
 

田原市地域福祉計画の概要（パブコメ用） 
住民は…困りごとは、家族や周りの人に話す 

 

 

●誰もが住み慣れた家や地域で、安心して自分らしく健康に暮らすため、行政中心の福祉サービス

だけでなく、住民同士の助け合いや、地域、ＮＰＯ、事業者の取り組みを提案するのが地域福祉

計画です。 

●地域福祉計画は、単に行政が行う施策を示すだけでなく、私たち住民が地域で暮らしていくため

に、「何が必要で、何をしなければならないか」、「それを誰が行っていくか」、「それぞれの役割

分担をどうしていくか、それぞれの連携をどう図っていくか」など、「地域で、それぞれが何を

していくか」をとりまとめていくことを目的としています 

 

地域は…その声を聞き、地域で解決できないときは専門機関につなげる なぜ地域福祉計画を策定するのか 
行政や社会福祉協議会は…相談窓口の充実 

など、地域や市、社会福祉協議会の施策の充実を提案していきます。 

 

 （３）みんなでつくる 人にやさしいまち  

１．計画期間 

計画期間 ３年（ただし第１期のみ平成２４年４月～平成２８年３月末の４年間） 

 

２．計画の基本理念  “みんなでつくる 笑顔とやさしさのみちあふれるまち” 

 

３．計画の基本目標と施策の方向性 

 （１）みんなでつくる 助け合い支え合いのしくみ  

① 地域での助け合いの意識の啓発 

② 福祉教育による人づくり 

③ 市民活動やボランティア活動の活性化と人材育成 

④ 地域の組織の活性化と人材育成 

⑤ 地域の組織の役割分担と連携 

 

例えば、隣近所の助け合いが必要と感じる反面、車社会となり近隣関係が希薄した等のアンケー

ト結果や住民福祉懇談会での意見等をうけ、 

 

住民は…日頃のあいさつ、住民同士で顔のわかる関係づくり 

地域は…高齢者や子供などの見守り活動の実施 

行政や社会福祉協議会は…みんなが集まれる場の提供  

など、市民、地域、NPO、ボランティアの協働による地域づくりを提案していきます。 

 

 （２）みんなが利用しやすい 福祉サービスの推進  

① 地域での福祉サービスの充実 

② 情報提供の充実 

③ 在宅支援サービスの充実 

④ 権利擁護の充実 

① 地域で支えるネットワークづくり 

② バリアフリー化の推進 

③ 地域の防犯・防災活動の推進 

④ 健康づくり・生きがいづくりの推進 

 

例えば、アンケートで「災害時には個人情報の提供もかまわない」という回答が７割以上あった

こと等をうけ、 

 

住民は…災害について家族内で話し合い、災害に備える意識向上 

地域は…民生委員・児童委員との連携や平常時からの災害時要援護者把握 

市・社会福祉協議会は…災害時要援護者の把握  

など、強い地域づくりを提案していきます。 

 

４．計画策定のための取り組み 

 （１）地域福祉に関するアンケート調査 

20 歳以上の市民 2,000 人、市内全中学 2年生 760 人 

 （２）住民福祉懇談会 

田原市社会福祉協議会と共同開催の住民懇談会（5地区） 

① 村松・八王子地区、②やぐま台地区、③衣笠校区、④赤羽根校区、⑤和地校区 

地域生活をするうえでの課題やその改善のための取り組み等、様々な意見交換。 

 （３）市役所庁内ワーキング、福祉関係団体ヒアリングの実施 

市役所関係各課職員、社会福祉協議会職員による地域福祉に関する課題に対する取り組みを検

討するグループワークや、福祉関係団体へのヒアリングによる課題抽出。 

 

５．計画の推進 

住民福祉懇談会を定期的に開催し意見を聞きながら、市・社会福祉協議会及び市役所関係各課ととも

に、推進体制の整備と計画の点検・評価を行っていきます。 

 

 

※この計画は、市民や地域の方々に理解していただき、自らの役割を見出し地域福祉を推進していくた

めに、わかりやすい、やさしい言葉や投げかけの言葉で作成されています。 

 

例えば、市民が一人で不安を抱え込まないよう、近所の人や専門機関への相談や近隣の助け合いが

必要等の意見をうけ、  


